
篠ま地農（工）第2号

工 事 名 等 平成20年度　中山間地域総合整備事業（一般型）　篠山東部地区

5-6大芋-A、B（中）　鳥獣害防護柵設置工事

１　転倒防止用材は、金抜き設計書のとおり２５ｍに３本を概算計上（最終出来高精算）してお

　ります。3/25は計算式です。

２　支線等とは転倒を防止する資材一式と考えております。よって、アングルアンカー、支線及

　び杭（柱）なども転倒防止用材と考えております。

３　２での回答と同様でありますので、設計・積算では支線等と同じと考えております。本来の

　考え方は、杭（支柱）で安定性（強度）を持たすものとなっております。

４－２　４－１と同上です。

　も生じます。

５－２　補強材としては、計上しておりません。

６　控柱の設置（転倒防止用材）は、同上のとおりです。

６　控柱の設置は設計に含まれているのか、含まれているとした場合、何箇所か明示ください

４－１小運搬が計上されていませんが、金網設置L=2859.0ｍであれば、4.6ｔあまりの計上があっ
てもよいのではありませんか？

　　小運搬　人力　人肩とありますが、何ｍで考えればよろしいですか

　　施工にあたり、地形的な観点から防護柵及び門扉につては転倒防止材並びに補強材につ
いては不明です。

　　　　　当初設計に補強材が含まれていますか

質 問 回 答

　　　　　図面(1/2)の管理用扉（１ｍ）１カ所に２本ですか ５－１　鳥獣害防護柵参考図１は参考図であり２本で考えております。現場状況によって、変更

５　特記仕様書　第５条３ ４－１　小運搬の計上は、積算基準により計上しておりません。

１　転倒防止用材　3/25とありますが、１カ所3m／本程度と考えてよろしいですか

２　転倒防止用材　支線等とありますが、等とはアングルアンカー込みと考えてよろしいですか

３　転倒防止用材として、時に控え柱を使用しますが、設計・積算においては、考慮なしと考え
てよろしいですか

４　小運搬の考え方について

回 答 書

入札に関しての質問につき、下記のとおり回答します。

（担当者）　総務部　管財契約課　契約係

　　　　　　　TEL ０７９-５５２-１１１１（内線 ３５４)　 FAX ０７９-５５２-５６６５

篠　山　市　長　　　酒　井　　隆　明


